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第９章 屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の

設置に関する行為の制限に関する事項 

１．屋外広告物の表示等に関する基本的な考え方 

 

屋外広告物は、景観を構成する重要な要素であり、自然やまちの景観に大きな影響を与え

るものです。駅周辺や幹線道路沿道などに無秩序に設置された屋外広告物は、良好な景観形

成を阻害する要因となる一方で、建築物との調和やまちなみとしての統一感に配慮された優

れたデザインの屋外広告物は、沿道の賑わいを演出し、地域の良好な景観の形成に寄与しま

す。 

屋外広告物が持つ情報伝達手段という特性や経済活動への影響を考慮に入れつつ、下記の

基本的な考え方に沿った屋外広告物の適正化や質の向上を図ることを通じて、建築物や工作

物等の行為の制限とともに、地域の個性が際立つ良好な景観形成の実現をめざします。 

 

 

＜めざすべき広告景観＞ 

 「自然とまちに調和し 心づかいを感じられる 広告景観づくり」 

 

 

＜自然との調和＞ 

茨木市は、北摂山系の山並み、棚田、安威川などの豊かな自然を活かしてきたまちであり、

多様な自然とそれぞれの資源が織りなす調和が、茨木らしい風景であることから、山並みの

眺望への配慮や、山間部・田園景観などの自然との調和を図った広告景観をめざします。 

 

＜まちなみとの調和＞ 

茨木市は、北摂の良好な住宅地でありながら、古くから交通の要衝として商業や工業が発   

展してきたまちであり、多様で多彩な景観特性を有していることが、茨木市の特徴であるこ

とから、これらの特徴を活かしてより魅力的なまちにしていくため、様々な地域の特性へ配

慮し、調和を図るとともに、とりわけ多くの人が行きかう市の中心部において、歩行者目線

で魅力的に映る“人が中心”の景観に誘導し、まちなみとの調和を図った広告景観をめざし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 



62 

 

２．屋外広告物の表示等に関する行為の制限の方針 

 

茨木らしい広告景観を実現するために、市全域を対象に、本市独自の屋外広告物条例及び同

施行規則を制定し、規制内容を定めるとともに、屋外広告物ガイドラインを作成し、広告景観

の質的な向上を誘導します。 

また、市民・事業者による地域独自のルールづくりを推奨し、地域の特性を活かした広告景

観の維持・増進をめざします。 

 

＜広告景観形成の方針＞ 

 屋外広告物法の趣旨にのっとり、良好な景観の形成・風致の維持、公衆に対する危害の 

防止等の観点から必要な規制・誘導内容を定めます。 

 茨木らしい広告景観の実現の観点から、「自然との調和」「まちなみとの調和」について 

重視したものとし、自然景観や市街地景観、歴史的景観、沿道景観等、地域やまちなみ 

の多様な特性に応じた規制・誘導を行います。 

 本市の屋外広告物は用途地域に応じた掲出であるため、用途地域に応じた規制区分を基 

本とし、規制・誘導を行います。 

 景観形成地区においては、茨木市のシンボルといえる景観を有し、より良好な景観形成 

を誘導していくべき地区であることから、屋外広告物においてもより一層の配慮を求め 

た規制・誘導を行うものとし、許可申請前に事前協議を実施します。 

 中心市街地においては、ウォーカブル（歩行者中心）の視点のもと、まちなみの賑わい 

形成や連続性に配慮した屋外広告物の規制・誘導を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


